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坂
本
龍
馬
記
念
館
、
令
和
三
年
度
連
続
講
演
会
「
坂
本
龍
馬
を
考
え
る
５
つ
の
視
座
」 

第
１
回
、
二
〇
二
一
年
六
月
十
二
日 

  
 

木
戸
と
大
久
保
の
呉
越
同
舟
‐
薩
長
同
盟
か
ら
の
帰
り
道
‐  

 
 

青
山
忠
正 

  

薩
摩
と
の
提
携
の
た
め
、
山
口
か
ら
上
京
し
た
木
戸
孝
允
は
、
そ
の
帰
り
、
大
坂
港
か
ら
大
久
保
利
通

と
薩
摩
船
で
途
中
ま
で
同
行
し
た
。
彼
ら
の
行
程
を
、
丁
寧
に
追
っ
て
み
よ
う
。 

 

一
、
木
戸
上
京
の
発
端 

 

薩
摩
の
黒
田
了
介
（
清
隆
）
が
山
口
に
来
る
。
慶
応
元
年
十
二
月
（
初
と
推
定
）
。
長
州
側
代
表
の
上
京

を
要
請
。
主
命
（
十
二
月
二
十
一
日
）
に
よ
り
、
木
戸
寛
治
（
孝
允
）
の
上
京
が
決
定
。
奇
兵
隊
か
ら
三

好
軍
太
郎
、
御
楯
隊
か
ら
品
川
弥
二
郎
、
遊
撃
隊
か
ら
早
川
渡
、
土
佐
浪
士
田
中
顕
助
（
光
顕
）
が
同
行
。 

 

木
戸
・
黒
田
一
行
は
十
二
月
二
十
七
日
、
周
防
三
田
尻
を
出
港
、
翌
年
正
月
七
日
夕
、
大
坂
着
、
大
坂

薩
摩
屋
敷
に
投
宿
。
八
日
朝
に
川
船
に
搭
乗
、
淀
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
同
日
夕
刻
に
伏
見
着
。
京
都
に
移

動
、
い
っ
た
ん
西
郷
の
寓
居
に
投
宿
す
る
が
、
数
日
以
内
に
小
松
の
寓
居
、「
御
花
畑
」
邸
（
近
衛
家
の
別

邸
を
薩
摩
側
が
借
用
）
に
移
り
、
薩
摩
側
と
政
策
提
携
に
関
わ
る
交
渉
を
行
な
う
。 

 

史
料
１
、
慶
応
二
年
正
月
七
日
付
、
西
郷
吉
之
助
（
隆
盛
）
宛
て
、
黒
田
了
介
書
簡
（
毛
利
家
文
庫
『
年

度
別
書
翰
集
』
第
二
十
七
、
所
収
写
本
）。 

 

そ
の
後
、
貴
意
を
得
ず
候
え
ど
も
、
ま
す
ま
す
御
勇
健
に
御
座
な
ら
る
べ
く
、
珍
重
南
山
奉
り
候
、
然

れ
ば
小
生
も
去
る
月
二
十
八
日
、
防
州
三
田
尻
港
、
出
帆
仕
り
候
処
、
不
順
に
て
漸
く
今
夕
方
に
着
坂
、

御
宅
（
薩
摩
の
蔵
屋
敷
）
へ
罷
り
あ
り
申
し
候
、
就
い
て
は
桂
氏
（
す
な
わ
ち
）
木
戸
氏
、
外
に
上
下
八

人
同
船
仕
り
、
右
御
宅
内
へ
罷
り
居
ら
れ
申
し
候
、
さ
て
木
戸
氏
儀
、
実
に
先
生
（
西
郷
）
の
み
偏
に
相

慕
わ
れ
、
こ
の
節
、
上
国
相
成
り
申
し
候
に
付
き
、
願
わ
く
は
大
儀
な
が
ら
、
伏
見
御
宅
（
薩
摩
屋
敷
）

へ
同
伴
仕
り
た
く
御
座
候
あ
い
だ
、
右
へ
御
待
ち
迎
い
成
し
下
さ
る
儀
、
相
か
な
い
間
敷
哉
、
明
五
ツ
過

ぎ
（
明
日
の
午
前
八
時
頃
）
こ
こ
も
と
出
帆
の
筈
に
御
座
候
に
付
き
、
少
々
宵
に
入
り
申
す
べ
く
候
あ
い

だ
、
御
案
内
の
た
め
申
し
上
げ
置
き
候
、
も
っ
と
も
其
許
御
都
合
も
然
る
べ
き
様
願
い
奉
り
候
、
ま
ず
は

以
て
大
略
要
用
の
み
斯
く
の
如
く
に
御
座
候
、
謹
言
、 
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淀
川
の
上
り
舟
は
、
天
満
八
軒
屋
の
船
着
き
場
か
ら
伏
見
ま
で
約
十
時
間
。
下
り
な
ら
五
時
間
。「
桂
小

五
郎
」
か
ら
「
木
戸
寛
治
」
へ
改
名
し
た
の
は
前
年
九
月
。
三
ヶ
月
前
だ
か
ら
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

特
に
他
国
人
の
書
簡
な
ど
で
は
、
よ
く
混
乱
。 

  

木
戸
が
七
日
に
泊
っ
た
の
は
、
土
佐
堀
通
沿
い
の
薩
摩
上
屋
敷
。
そ
う
判
断
で
き
る
根
拠
は
？ 

木
戸
は
こ
の
と
き
（
八
日
に
船
中
で
）
詩
を
賦
し
て
い
る
（『
松
菊
木
戸
公
伝
』
上
、
五
九
三
頁
）
。 

 

天
道
未
だ
知
ら
ず
是
や
非
や
、
陰
雲
四
塞
し
て
日
光
微
か
な
り
、
吾
君
の
邸
閣
看
る
に
見
難
し
、
春
雨

涙
の
如
く
破
衣
に
滿
つ
。 

 

「
吾
君
の
邸
閣
」
は
長
州
（
毛
利
家
）
の
蔵
屋
敷
。
薩
摩
の
上
屋
敷
か
ら
東
へ
二
筋
。
禁
門
の
変
（
元

治
元
年
七
月
、
一
年
半
前
）
の
あ
と
、
徳
川
家
の
命
令
で
破
却
さ
れ
た
。
そ
の
跡
地
を
見
て
涙
が
出
た
。 

  

伏
見
に
は
西
郷
、
村
田
新
八
ら
が
出
迎
え
、
竹
田
街
道
を
陸
路
で
京
都
市
内
に
向
か
っ
た
。
御
所
北
側

の
西
郷
寓
居
迄
、
一
時
間
半
程
度
。 

な
お
、
黒
田
の
長
州
行
き
は
彼
の
独
断
に
よ
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
先
の
黒
田
書
簡
を
見
る
限
り
、

西
郷
も
内
々
は
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
君
命
を
受
け
て
の
行
動
で
な
い
こ
と
は
確
か
。
ま
た
、
誰

が
上
京
す
る
か
（
あ
る
い
は
誰
も
上
京
し
な
い
）、
上
京
日
時
は
い
つ
か
、
な
ど
は
正
月
七
日
ま
で
不
明
。

最
高
指
導
者
（
用
談
役
）
木
戸
が
上
京
し
て
き
て
、
薩
摩
側
が
あ
わ
て
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

 

二
、
御
花
畑
で
の
交
渉 

 

木
戸
と
、
小
松
帯
刀
・
西
郷
吉
之
助
・
大
久
保
一
蔵
（
利
通
）
と
の
御
花
畑
で
の
話
し
合
い
は
、
正
月

十
日
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
提
携
に
関
す
る
具
体
的
な
協
議
は
進
展
せ
ず
。
薩
摩
側
は
、

間
も
な
く
勅
許
を
得
て
決
定
す
る
見
込
み
の
長
州
処
分
（
禁
門
の
変
に
対
す
る
将
軍
に
よ
る
処
分
。
十
万

石
削
地
・
当
主
父
子
退
隠
・
三
家
老
の
家
名
断
絶
）
を
、
長
州
が
受
け
入
れ
る
よ
う
要
請
。
木
戸
は
受
け

入
れ
を
拒
否
し
て
話
し
合
い
は
平
行
線
を
た
ど
る
。 

 

正
月
二
十
日
昼
過
ぎ
、
坂
本
龍
馬
上
京
。
木
戸
か
ら
状
況
を
聞
き
、
西
郷
を
説
得
し
た
と
み
ら
れ
る
。

西
郷
も
折
れ
て
、
木
戸
に
対
し
、
そ
の
言
い
分
を
認
め
、
長
州
の
復
権
（
具
体
的
に
は
当
主
父
子
の
官
位

復
旧
。
い
わ
ゆ
る
朝
敵
指
定
の
解
除
）
の
た
め
、
周
旋
尽
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
長
州
が
処
分
を
受

け
入
れ
な
い
こ
と
で
、
「
幕
長
開
戦
」
も
や
む
な
し
と
認
め
た
。
そ
の
場
合
の
後
方
支
援
も
約
束
。 

 

こ
の
薩
摩
側
の
発
言
が
、
い
つ
の
時
点
で
な
さ
れ
て
い
た
か
は
特
定
で
き
な
い
。
十
日
か
ら
二
十
日
に

至
る
ま
で
の
話
し
合
い
の
な
か
で
、
断
片
的
に
薩
摩
側
か
ら
漏
ら
さ
れ
た
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

「
同
盟
」
と
い
う
の
は
歴
史
用
語
で
あ
り
、
双
方
の
全
権
が
正
式
文
書
に
調
印
し
た
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
の
で
、
い
つ
成
立
と
も
断
定
し
に
く
い
。 
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龍
馬
同
席
の
も
と
、
最
終
的
な
詰
め
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
は
二
十
一
日
の
昼
の
内
で
あ
ろ
う
。
こ
の

交
渉
の
中
で
ポ
イ
ン
ト
は
長
州
処
分
。
将
軍
か
ら
の
奏
聞
を
受
け
て
、
朝
議
で
決
定
さ
れ
る
見
込
み
。
そ

れ
が
開
催
さ
れ
る
の
は
二
十
二
日
。
確
定
は
同
日
夜
。
し
た
が
っ
て
、
長
州
処
分
は
厳
密
に
は
未
決
定
。

内
容
は
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
通
り
に
決
定
す
る
だ
ろ
う
と
の
、
い
わ
ば
見
切
り
発
車
の
状
態
で
詰

め
の
交
渉
が
行
わ
れ
、
木
戸
は
た
だ
ち
に
京
都
を
出
立
。
急
い
で
出
立
し
た
の
は
、
在
芸
使
節
（
後
述
）

に
一
刻
も
早
く
連
絡
す
る
た
め
、
及
び
薩
摩
の
蒸
気
船
便
の
都
合
と
推
定
。 

 

三
、
木
戸
は
大
坂
で
龍
馬
宛
て
書
簡
を
書
い
た 

 

正
月
二
十
一
日
夜
、
木
戸
は
小
松
邸
を
出
立
。
同
行
は
三
好
・
品
川
・
早
川
・
田
中
、
そ
れ
に
黒
田
了

介
。
来
た
時
と
同
じ
。
同
日
夜
遅
く
伏
見
発
、
大
坂
へ
。
下
り
は
夜
船
が
原
則
（
五
時
間
程
度
）。
上
り
は

曳
き
船
で
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。
翌
二
十
二
日
朝
、
天
満
八
軒
屋
に
到
着
。
例
の
薩
摩
上
屋
敷
に
投
宿
。 

  

大
久
保
一
蔵
も
情
勢
報
告
の
た
め
帰
国
。
二
十
二
日
午
前
中
に
京
都
出
立
。
長
州
処
分
の
朝
議
開
始
後
。

当
日
夕
刻
に
大
坂
着
。
薩
摩
上
屋
敷
に
入
る
。
木
戸
と
顔
を
合
わ
せ
、
長
州
処
分
決
定
の
見
込
み
を
告
げ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
翌
々
二
十
四
日
朝
、
西
郷
か
ら
の
書
簡
で
長
州
処
分
の
予
定
通
り
決
定
を
知
る
。 

 

史
料
２
、
正
月
二
十
四
日
付
、
西
郷
宛
て
、
大
久
保
書
簡
（『
大
久
保
利
通
文
書
』
一
、
三
五
三
頁
）
。 

  

貴
翰
今
朝
相
達
し
、
有
難
く
拝
見
（
中
略
）
さ
て
一
昨
二
十
二
日
、
長
州
御
処
置
一
条
、
奏
聞
相
成
り
、

伺
通
り
聞
し
食
さ
れ
候
由
、
差
し
知
れ
候
な
が
ら
遺
憾
の
次
第
に
御
座
候
、
と
か
く
是
よ
り
乱
に
入
り
候
外
、

こ
れ
有
る
ま
じ
く
候
（
後
略
） 

  

こ
の
西
郷
か
ら
の
書
簡
到
着
は
二
十
四
日
朝
だ
が
、
大
久
保
は
二
十
二
日
着
坂
時
点
で
、
長
州
処
分
が

奏
聞
通
り
決
定
す
る
だ
ろ
う
と
の
確
実
な
見
込
み
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

  

戻
っ
て
、
二
十
二
日
夕
刻
以
降
、
大
久
保
と
薩
摩
屋
敷
で
会
っ
た
木
戸
は
、
大
久
保
の
情
報
と
判
断
を

確
認
し
た
う
え
で
、
龍
馬
宛
て
に
二
十
三
日
付
書
簡
を
書
き
、
い
わ
ゆ
る
同
盟
六
カ
条
を
ま
と
め
る
。
も

し
か
り
に
、
長
州
処
分
が
決
定
せ
ず
、
幕
長
開
戦
の
可
能
性
が
無
く
な
り
、
当
主
父
子
の
官
位
復
旧
も
見

通
し
が
付
け
ば（
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
が
）、
先
の
薩
摩
側
と
の
交
渉
内
容
は
、
前
提
が
す
べ
て
消
滅
す
る
。

そ
う
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
確
信
を
得
て
、
木
戸
は
龍
馬
宛
て
に
書
簡
を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
の
内
容
の
概
略
。 

①
幕
長
開
戦
と
な
っ
た
場
合
、
薩
摩
は
す
ぐ
さ
ま
二
千
余
の
兵
力
を
増
派
し
、
京
坂
両
所
を
固
め
、
長
州
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に
対
す
る
後
方
支
援
を
行
な
う
。 

②
戦
況
が
長
州
有
利
の
状
況
な
ら
、
薩
摩
は
朝
廷
に
向
け
、
き
っ
と
尽
力
す
る
。 

③
長
州
が
不
利
の
状
況
で
も
、
一
年
や
半
年
で
壊
滅
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
そ
の
間
に
薩
摩
は
必
ず
尽

力
す
る
。 

④
開
戦
に
至
ら
ず
、
幕
兵
が
江
戸
へ
帰
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
薩
摩
は
朝
廷
へ
申
し
上
げ
、
長
州
の
冤
罪

が
御
免
に
な
る
よ
う
き
っ
と
尽
力
す
る
。 

⑤
薩
摩
が
兵
力
を
増
派
し
て
も
、
橋
会
桑
が
現
在
の
よ
う
に
朝
廷
を
擁
し
て
、
周
旋
尽
力
の
道
を
遮
る
よ

う
な
と
き
は
「
つ
い
に
決
戦
に
及
び
候
外
こ
れ
無
し
と
の
こ
と
」
。 

⑥
冤
罪
も
御
免
の
う
え
は
、
双
方
誠
心
を
以
て
力
を
合
わ
せ
、
皇
国
の
御
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
。 

 

二
月
五
日
付
、
龍
馬
の
裏
書
。 

表
に
記
さ
れ
た
六
条
は
、
小
松
・
西
郷
、
木
戸
・
龍
等
も
同
席
で
談
論
し
た
こ
と
で
毛
も
相
違
無
之
候
、 

  

木
戸
は
、
こ
の
書
簡
で
薩
摩
の
朝
廷
向
け
「
尽
力
」
や
「
周
旋
尽
力
」
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
具

体
的
な
内
容
を
一
切
書
か
な
か
っ
た
。
毛
利
家
当
主
父
子
の
官
位
復
旧
の
た
め
の
周
旋
だ
が
、
言
わ
ず
も

が
な
で
あ
り
、
書
く
の
も
恥
な
の
で
あ
え
て
書
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

四
、
帰
り
道 

 

木
戸
と
大
久
保
は
薩
摩
屋
敷
で
正
月
二
十
二
日
夕
刻
か
ら
二
十
四
日
夜
ま
で
二
泊
と
三
日
に
わ
た
っ
て

同
宿
。
二
十
四
日
深
夜
（
現
代
時
制
で
は
二
十
五
日
午
前
一
時
～
二
時
頃
か
と
推
定
）
に
大
坂
港
か
ら
薩

摩
の
蒸
気
船
、
三
邦
丸
に
搭
乗
。
二
十
六
日
（
朝
カ
）、
木
戸
は
御
手
洗
（
芸
州
竹
原
の
沖
、
大
賀
下
島
、

東
端
の
港
）
で
下
船
。
船
中
で
二
泊
と
一
日
半
程
度
。
大
久
保
は
そ
の
ま
ま
乗
船
、
鹿
児
島
へ
。
木
戸
は

御
手
洗
か
ら
広
島
へ
。
二
十
七
日
着
。
滞
在
中
（
幕
府
側
と
応
接
の
た
め
）
の
宍
戸
璣
・
楫
取
素
彦
と
会

談
の
の
ち
、
二
月
六
日
に
山
口
に
帰
着
。 

 

つ
ま
り
、
木
戸
と
大
久
保
は
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
少
な
く
見
て
も
八
十
時
間
以
上
、
同
宿

ま
た
は
同
船
。
な
に
も
話
し
合
わ
な
か
っ
た
と
見
る
方
が
不
自
然
。 

 

史
料
３
，
二
月
二
十
二
日
付
、
大
久
保
宛
て
、
木
戸
書
簡
（『
木
戸
孝
允
文
書
』
二
、
一
五
三
頁
）
。 

 

（
前
略
）
帰
路
は
御
艦
へ
乗
り
組
み
ま
で
仰
せ
付
け
ら
れ
、
前
後
、
容
易
な
ら
ず
御
厄
介
に
相
成
り
、

謝
す
る
所
を
知
ら
ず
有
難
く
存
じ
奉
り
候
、
御
手
洗
に
お
い
て
は
余
儀
な
く
匇
卒
の
御
別
れ
申
し
上
げ
、

折
角
、（
下
）
関
御
着
泊
の
上
は
緩
々
御
上
陸
を
も
願
い
奉
り
候
様
に
申
し
聞
け
置
き
候
処
、
雨
中
彼
是
に

て
そ
の
義
を
得
ず
、
万
端
不
都
合
の
み
申
し
上
げ
候
事
恐
れ
入
り
奉
り
候
（
後
略
） 
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こ
れ
は
礼
状
で
、
話
し
合
っ
た
内
容
な
ど
は
一
切
書
か
ず
。
い
っ
ぽ
う
、
大
久
保
も
こ
れ
に
対
す
る
返

書
を
、
四
月
二
日
付
で
出
し
て
い
る
が
同
様
の
挨
拶
状
。 

 

実
は
、
木
戸
と
大
久
保
が
こ
の
時
、
話
し
合
っ
た
内
容
は
不
明
。
二
人
と
も
一
切
書
き
残
さ
ず
。 

今
後
発
掘
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。 

と
く
に
、
在
芸
使
節
の
宍
戸
璣
・
楫
取
素
彦
と
、
正
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
（『
松
菊
木
戸
公

伝
』
上
、
六
〇
三
頁
）
、
広
島
で
会
談
し
た
時
も
、
京
都
で
の
薩
摩
側
と
の
交
渉
内
容
や
、
大
阪
で
、
ま
た

船
中
で
大
久
保
の
言
っ
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
は
ず
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
史
料
と
し
て
知
ら
れ
て

い
な
い
。
毛
利
家
文
庫
所
収
の
未
公
刊
史
料
か
ら
で
も
発
掘
で
き
る
可
能
性
あ
り
。 

大
坂
か
ら
三
邦
丸
に
搭
乗
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
長
州
の
品
川
・
三
好
・
早
川
・
田
中
の
ほ
か
、
薩
摩
の

黒
田
了
介
（
清
隆
）・
黒
田
嘉
右
衛
門
（
清
綱
）
も
い
る
の
で
、
両
黒
田
関
係
史
料
も
探
索
の
価
値
あ
り
。 
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